
第１学年 国語科学習指導案 
                               日 時：令和３年１１月１６日（水）第５校時 
                               場 所：清水小学校 １年生教室  
                               授業者：畑中 まどか 
１ 単元名 「じどう車くらべ/じどう車ずかんをつくろう」 

     
２ 単元・教材について 

 本単元は，「問い＋答え＋答え＋答え」という列挙型の構成になっている説明文である。また，自動車は児童にとって身近なも
のであり，興味関心を示す題材であるため，意欲的に学習することができる。本文には，「どんな仕事をしていますか。」そのた
めに「どんなつくりになっていますか。」という２つの問いがあり，「しごと」と「つくり」という２つの段落で答えるという文
章構成になっている。バスや乗用車，トラック，クレーン車の具体例をもとに，それぞれの自動車の「しごと」と「つくり」に
ついて，接続詞「そのために」でつないで説明している。「しごと」のための「つくり」という関係を考えながら説明文を読む力
を育てることができる教材である。教科書では読むことと書くことの２つの単元で構成されているが，児童の思考の流れに沿っ
て，一続きの単元と捉え，出口の活動として「じどう車ずかんをつくろう」を位置付けた。 
「しごと」によって「つくり」が違うことを確実に捉えることにより，児童は教材文以外の自動車に興味をもち，「しごと」と

「つくり」を関連付けて調べ，意欲的に説明する文章を書いて自動車図鑑作りを行うことができると考えている。 
３ 研究との関わり 

（Ⅰ）－１ 単元の終末で，自動車図鑑を作るという自分の学びを発揮できる単元指導計画を作成する。 
（Ⅱ）－２ 深めの発問をすることにより，「しごと」のための「つくり」になっているという理解を深める。 

 
４ 単元の目標 

◎自動車の「しごと」と「つくり」を表す重要な語や文を考えて選び出している。 
◎自動車の「しごと」と「つくり」の関係性をとらえ，「そのために」という言葉でつなげて書くことができる。 

単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 
 共通，相違，事柄
の順序など情報と
情報との関係につ
いて理解している。
（２ア） 

「読むこと」において，事柄の順序などを考えな
がら，内容の大体をとらえている。（Ｃ１ア） 
「読むこと」において，文章の中の重要な語や文

を考えて選び出している。（Ｃ１ウ） 
「書くこと」において，事柄の順序に沿って簡単

な構成を考えている。（Ｂ１イ） 

 進んで文章を読み，説明における順序の重要性
を知ることで，自分が説明するときに生かしたい
ことを見つけようとしている。 
分かりやすい説明の仕方について興味をもち，

説明の順序に気を付けながら，自分でも自動車図
鑑を作ろうとしている。 

５ 単元指導計画 

 時 単位時間の目標 評価規準 
並 行
読書 

１ １ 
「じどう車くらべ」の説明文を読むことに興味をもち，学習の

見通しをもつことができる。 
 自動車の「しごと」と「つくり」に興味をもち，
進んで文章を読もうとしている。（学びに向かう力・

人間性等） 
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２ 
問いの文や出てきた自動車を確かめることを通して，文章内容

の大体を捉えることができる。 
問いの文や出てきた自動車を確かめることを通し

て，文章内容の大体を捉えている。（思考力・判断

力・表現力等） 

３ 

バスや乗用車の「しごと」と「つくり」を読み取り，本文と挿

絵を関連付けて話し合うことを通して，「しごと」と「つくり」の

文のまとまりに気付き，バスや乗用車の「しごと」と「つくり」

を読み取ることができる。 

バスや乗用車の「しごと」と「つくり」を読み取

り，「しごと」と「つくり」のまとまりに気付いてい
る。（思考力・判断力・表現力等） 

４ 

トラックの「しごと」と「つくり」を読み取り，本文と挿絵を

関連付けて話し合うことを通して，「しごと」と「つくり」の文の

順序に気付き，トラックの「しごと」と「つくり」を読み取るこ

とができる。 

トラックの「しごと」と「つくり」を読み取り，

「しごと」と「つくり」の文の順序に気付いてい
る。（思考力・判断力・表現力等） 

５ 
本
時 

クレーン車の「しごと」と「つくり」を読み取り，本文と挿絵を

関連付けて話し合うことを通して，「しごと」と「つくり」の文を
「そのために」でつなぐことに気付き，クレーン車の「しごと」と
「つくり」を読み取ることができる。 

クレーン車の「しごと」と「つくり」を読み取

り，「しごと」と「つくり」の文を「そのために」で
つなぐことに気付いている。（思考力・判断力・表現
力等） 

６ 

はしご車の挿絵や児童の経験をもとに，「しごと」と「つく

り」を話し合う。また，「しごと」に合う「つくり」を正しく選

び，「そのために」を使ってはしご車を説明する文を書くことがで

きる。 

はしご車の「しごと」に合う「つくり」を正しく

選び，「そのために」を使ってはしご車を説明する文
を書いている。 

３ 

７ 
８ 

 紹介したい自動車を自動車図鑑等で選んで「しごと」とそのた
めの「つくり」を調べ，「見つけたよカード」に書くことができ

る。 

紹介したい自動車の「しごと」を捉え，「しごと」
に合う「つくり」を調べ，「見つけたよカード」に書

き込んでいる。（（知識・技能） 

９ 

自動車図鑑等で調べて書いた「見つけたよカード」を使って，

「しごと」と「つくり」のつながりのある文章を書くことができ
る。 

「しごと」とそれに合った「つくり」を「見つけ

たよカード」から選び出し，「そのために」を使って
つながりのある文を書いている。（思考力・判断力・
表現力等） 

10 
自分が書いた自動車図鑑の下書きを見直し，読み手が読みやす

い字で清書することができる。 
文章を書くときの約束を守って，正しく丁寧な文

字で図鑑を仕上げている。（学びに向かう力・人間性
等） 

11 
自分の作った自動車図鑑を見せ合い，感想を伝え合うことを通

して，友達の文章のよさを見つけることができる。 
友達の図鑑のよさを見つけ，伝えている。（学び

に向かう力・人間性等） 

 



単元のきよみずガエル君 じどうしゃの「しごと」と「つくり」をよみとることができたかな？「しごと」「つくり」「そのために」をつかって、じどうしゃずかんをつくることができたかな？

・前時までの学習を振り返ることで，本

時のクレーン車の学習に意欲的に

取り組めるようにする。

・クレーン車の「しごと」と「つくり」を読

み取ること，挿絵と言葉をつなぐこと

を提示し，本時の見通しをもてるよう

にする。

・前時までと同様，「しごと」と「つくり」の順で書いてあることを
確認する。
・クレーン車の模型を使って説明する。
・全員で動作化をし，「つりあげる」「のびたりうごいたり」の言
葉の意味を確認する。
・挿絵などを使って説明するよう助言する。
・「そのために」を板書やワークシートで大きく強調する。
・深めの発問をすることで，「しごと」と「つくり」がつながってい
ることだけでなく，「つくり」について深く理解できるようにする。

・ペアでインタビュー活動を行い，主体的に学べるようにする。
・ワークシートにまとめることで，クレーン車の「しごと」と「つく
り」確かめ，本時の学びを確実に身に付ける。
・必要な子には，補助言葉ありのワークシートを準備する。
・説明文を書く時に大事なこととして，「しごと」と「つくり」を「そ
のために」でつなぐことを加える。

第３ブロック（終末） 第２ブロック（展開） 第１ブロック（導入）
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６ 本時のねらい （5/11）
クレーン車の「しごと」と「つくり」を読み、本文と挿絵を関連付けて話し合うことを通して、「しごと」と「つくり」の文を「そのために」でつなぐことに気付き、クレーン車の「しごと」と「つくり」を読み取ることができる。
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